
上
天草

人と海のふれあうまち

〇まちのわだい P8
〇生涯学習・図書館だより P12
〇病院だより P14
〇健康ガイド P16
〇お知らせ P18

〇まちのわだい P8
〇生涯学習・図書館だより P12
〇病院だより P14
〇健康ガイド P16
〇お知らせ P18

特集　空き家問題を考える
移住パンフレット「かえらん？」完成
特集　空き家問題を考える
移住パンフレット「かえらん？」完成

　埼玉県から移住した小澤さんご夫婦は
　「鮮魚店」だった空き家を改装して
　カフェを営んでいます。

-麻こころ茶屋（大矢野町）-



3 2KAMIAMAKUSA　2017.11 広報上天草　11月号

特集　空き家問題を考える

 所   

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

①倒壊など著しく保安上危険となるお
　それのある状態
②著しく衛生上有害となるおそれのあ
　る状態
③適正な管理が行われていないことに
　より著しく景観を損なっている状態
④その他周辺の生活環境の保全を図る
　ために放置することが不適切である
　状態

こんな状態で、ご近所の迷惑になっていませんか？

措   

置
の
流
れ

有者の責務INTERVIEW　市民に最も身近な存在の区長さんにお話を聞きました。

森山　髙信さん
（区長連合会会長、空家対策協
議会委員）

「空き家がもたらす危険考えて」
　私が区長を務める大矢野町の尾上地区には現在、空き家（人が住んでいない）
が15棟あり、その内所有者の相続人が不在で管理が全くされていない空き家
が2棟あります。1棟は草の茂みの中にあり、どうすることもできません。
　しかし、中には今はよそに住んでいて、きれいに管理ができている空き家も
あります。台風時には瓦の飛散が心配でしたが、所有者が迅速に対応してくれ
ました。通学路だったため大変助かりました。
　反対に、管理されていない家では、台風などが来るたびにヒヤヒヤします。
スズメバチの巣があったときは、近所の人と協力して駆除をし、人の手が必要
になりました。
　空き家でも、管理されている家と、所有者がわからず管理が不十分で地域の
人の迷惑になっている家があります。空き家の件数は今後も人口減少などで増
加していくと思いますが、やむを得ず空き家になってしまう場合は、自分事で
はなく、周りの人のことも視野に入れて考えていただきたいです。

　

平
成
27
年
２
月
に
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
以
下
、
特
措
法
）

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

特
措
法
に
よ
り
、
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
ず
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

「
特
定
空
家
等
」
の
所
有
者

ま
た
は
管
理
者
に
対
し
て
、

市
町
村
長
は
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
特
定
空
家
の
対
象
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
、

「
特
定
空
家
等
」
に
認
め
ら

れ
る
と
所
有
者
に
対
し
て
、

市
町
村
長
は
特
措
法
に
基
づ

き
、
除
去
、
修
繕
、
立
木
竹

の
伐
採
、
そ
の
他
周
辺
の
生

活
環
境
の
保
全
の
を
図
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
人
口
減
少
や
既
存

建
築
物
の
老
朽
化
、
社
会

ニ
ー
ズ
の
変
化
や
産
業
構
造

の
変
化
に
伴
い
、
居
住
そ
の

他
の
使
用
が
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
火
災
の
危
険
性
や
倒
壊

の
恐
れ
な
ど
の
安
全
性
の
低

下
、
公
衆
衛
生
の
悪
化
、
景

観
の
阻
害
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
空
き
家
が
増
加

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
が

一
層
深
刻
化
し
、
建
物
の
倒

壊
な
ど
に
よ
り
人
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
可
能
性
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

市
が
実
施
し
た
「
空
家

等
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

平
成
28
年
の
空
き
家
数
は

１
２
５
８
件
で
し
た
。
空
き

家
が
増
加
す
る
背
景
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、

相
続
に
よ
り
空
き
家
を
所
有

す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
、
ま

た
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

適
正
な
管
理
が
施
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　空き家の適正な管理は、「空家等対策の推進に関する特別措置法（特措法）により、所有
者などの責務とされています。
　空き家は、所有者の私有財産である以上、原則としてその管理は所有者などの自由となり
ますが、その管理を怠って周囲の生活環境に悪影響を及ぼす
ことまで許される事ではありません。
　自らが所有または管理する空き家が、防災・衛生・景観な
どにおいて、地域住民の生活環境に悪影響を及ぼさないよう
に空き家の適切な管理に努めましょう。
（空家等の所有者等の責務）
第３条　空家等の所有者又は管理者は、周辺の生活環境に悪影響を及ぼさ
ないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。

特集・空き家問題を考える特集・空き家問題を考える

ご近所の迷惑になっていませんか？
 安全で安心な暮らしのために 安全で安心な暮らしのために

「上天草市空家等対策基本計画」を策定「上天草市空家等対策基本計画」を策定

①
助
言
・
指
導

②
勧
告

③
命
令

④
代
執
行

（
所
有
者
か
ら
撤
去
費
用
の
徴
収
）

危険な空き家が及ぼす問題

動物の棲み家

倒壊・損傷

ハチの巣

雑草・枝

不審者

臭気

害虫ゴミ

定空家等の対象特
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物
取
引
業
協
会
と
協
定
を
締
結
し
、

「
上
天
草
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
周
知

に
効
果
的
な
そ
の
他
の
媒
体
を
検
討

し
、
更
な
る
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
　

　
　

周
辺
影
響
へ
の
悪
影
響
を
解
消

　

す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
特
定
空

　

家
等
に
対
し
、
問
題
の
解
決
に
向

　

け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

①
管
理
不
十
分
な
空
家
等
へ
の
指
導

　

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
何
ら
か

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
空
家
等
に

つ
い
て
、
所
有
者
が
、
自
ら
所
有
す

る
空
家
等
の
状
態
を
把
握
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
現
状

を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
所
有
者
の

空
家
等
に
対
す
る
改
善
方
策
の
考
え

方
や
、
処
分
、
活
用
等
に
つ
い
て
の

意
向
な
ど
、
所
有
者
の
主
張
を
含
め

た
事
情
の
把
握
に
努
め
、
特
定
空
家

等
と
な
ら
な
い
よ
う
、
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
助
言
や
指
導
を
行
い
状
況

の
改
善
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

②
特
定
空
家
等
へ
の
措
置

　

特
定
空
家
等
に
対
し
て
は
、
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
保
安
上
危
険

な
状
態
に
加
え
、
衛
生
面
、
景
観
面
、

生
活
環
境
面
な
ど
で
周
辺
へ
及
ぼ
し

て
い
る
悪
影
響
の
程
度
を
考
慮
し
て

総
合
的
に
判
断
し
特
措
法
に
基
づ
く

措
置
を
行
い
ま
す
。

与
え
た
り
、
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
将

来
的
に
空
家
等
を
譲
り
受
け
た
り
、

引
き
継
ぐ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
広
く
市

民
に
対
し
て
空
家
等
の
発
生
予
防
や

適
正
管
理
の
意
義
、
空
き
家
問
題
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
積
極
的
に
提
供

し
、
空
家
等
に
対
す
る
意
識
の
涵
養

と
理
解
増
進
に
向
け
て
啓
発
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　

　
　

使
用
可
能
な
空
家
等
の
有
効
活

　

用
を
図
る
た
め
、
利
活
用
の
支
援

　

を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

①
空
家
等
の
利
活
用
に
対
す
る
支
援

　

空
き
住
宅
が
再
利
用
さ
れ
た
り
、

空
き
店
舗
等
が
新
た
な
事
業
で
利
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
所
有
者
に

よ
っ
て
空
家
等
が
再
利
用
さ
れ
る
こ

と
は
、
定
住
の
促
進
や
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
所
有

者
等
に
対
し
て
利
活
用
の
啓
発
や
支

援
を
行
う
た
め
、
次
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

▽
関
係
団
体
等
と
連
携
し
た
利
活
用

の
促
進

▽
利
活
用
に
係
る
補
助
制
度
の
充
実

▽
利
活
用
を
支
援
す
る
国
の
事
業
の

活
用

②
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
空
家
等

を
登
録
し
、
買
い
た
い
・
借
り
た
い

利
用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
も

の
で
、
本
市
で
は
、
熊
本
県
宅
地
建

特集　空き家問題を考える

　

市
で
は
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

第
６
条
第
１
項
に
基
づ
き
、

市
内
の
空
き
家
解
消
に
向
け

た
取
組
み
を
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
り
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

29
年
10
月
に
「
上
天
草
市
空

家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
、市
で
は
「
第

２
次
上
天
草
市
総
合
計
画
」

の
下
に
位
置
付
け
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で

の
10
年
間
で
、
国
の
空
き
家

対
策
の
動
向
や
社
会
・
経
済

情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
空
き
家
対
策
を
、
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ⅠⅡ

Ⅲ

　
　

空
家
等
の
発
生
・
適
切
な

　

管
理
の
推
進

　
　

利
活
用
の
推
進

　
　

特
定
空
家
等
の
問
題
解
決

　

に
向
け
た
取
組
み

　
　

新
た
な
空
家
等
の
発
生
を
抑
制

　

す
る
と
と
も
に
、
空
家
等
対
策
の

　

基
本
と
し
て
、
適
正
管
理
の
周
知

　

を
推
進
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
施
策
】

①
市
組
織
に
お
け
る
連
携

　

本
市
で
は
、
空
家
等
対
策
を
進
め

る
た
め
、
関
係
課
と
連
携
し
対
応
し

て
い
ま
す
。
空
家
等
が
も
た
ら
す
問

題
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
市
内
部
組
織
で
密
接
に
連
携

し
、全
庁
的
な
対
応
を
推
進
し
ま
す
。

②
関
係
団
体
と
の
連
携

　

空
家
等
の
問
題
は
、
地
域
社
会
全

体
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
空
家
等
対
策
を
総
合
的
に
進

め
る
た
め
、
市
内
部
組
織
で
の
連
携

の
み
な
ら
ず
、
上
天
草
市
空
家
等
対

策
協
議
会
と
も
連
携
し
た
取
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
空
家
等
実
態
調
査
の
継
続

　

空
家
等
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
く
た
め
、
そ
の
状
況
を
把
握
し

て
お
く
こ
と
が
、必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
空
家
等
実
態
調
査
を
継
続
し
て
実

施
し
、
併
せ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

更
新
や
所
有
者
へ
の
意
識
調
査
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
空
家
等
の
発
生
予
防

　

空
家
等
の
増
加
は
、
地
域
の
魅
力

を
失
い
、
土
地
・
建
物
の
価
値
が
低

下
し
、
さ
ら
に
地
域
の
活
力
が
奪
わ

れ
居
住
者
が
減
少
す
る
と
い
っ
た
問

題
を
招
き
ま
す
。
建
物
は
、
使
用
さ

れ
て
い
な
い
状
態
が
続
く
と
急
速
に

傷
み
が
進
行
し
荒
廃
し
て
い
く
た

め
、
そ
の
建
物
を
使
い
続
け
る
こ
と

が
最
も
重
要
な
予
防
策
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
空
家
等

の
発
生
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
た

め
、
建
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
段
階

か
ら
次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す

▽
問
題
意
識
の
啓
発

▽
土
地
・
建
物
に
関
す
る
情
報
の
提

供⑤
適
正
管
理
の
周
知

　

空
家
等
の
所
有
者
に
対
し
、
管
理

責
任
が
所
有
者
自
身
に
あ
る
事
を
明

確
に
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

空
家
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
適

正
な
管
理
を
促
す
た
め
に
、
次
の
施

策
を
推
進
し
ま
す

▽
適
正
管
理
を
促
す
文
書
の
送
付

▽
周
知
を
行
う
効
果
的
な
方
法
の
検

討⑥
市
民
へ
の
啓
発

　

空
き
家
問
題
は
空
家
等
の
所
有
者

や
、
そ
の
周
辺
住
民
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
空
家
等
の
増
加
に
よ
り
、

防
災
や
防
犯
の
面
で
地
域
に
不
安
を

→
→

★上天草市の空き家をとりまく状況
空き家抽出一覧（字毎）

町名 件数 地区 空家戸数

大矢野町 636

登立 211
上 137
中 183
維和 72
湯島 33

松島町 251

阿村 57
合津 101
今泉 37
教良木 39
内野河内 17

姫戸町 150 二間戸 59
姫浦 91

龍ヶ岳町 221
大道 73
高戸 59
樋島 89

　　　　　　　　　　　　計 1,258

★上天草市の空き家などの状況

※各ランクは５ページ上の写真参照。

「
上
天
草
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

Ａランク
475
38%

Ｂランク
564
45%

Ｃランク
74
6%

Ｄランク
114
9%

不明
31
2%

（戸）

　本市では、今後の空き家対策につなげる
ため、実態調査を実施し、データーベース
を作成しました。今後も定期的な調査を行い、
状況把握に努めます。

判定別空き家の状況写真

・Aランク・Aランク
そのまま住宅として利用可能そのまま住宅として利用可能
な空き家な空き家

・Cランク・Cランク
当面の危険性はないが、屋根や当面の危険性はないが、屋根や
壁などの損傷が激しい空き家壁などの損傷が激しい空き家

・Bランク・Bランク
屋根や壁などの一部損傷は見られ屋根や壁などの一部損傷は見られ
るが、当面の危険性はない空き家るが、当面の危険性はない空き家

・Dランク・Dランク
倒壊や建築材の飛散など危険倒壊や建築材の飛散など危険
性が高い空き家性が高い空き家

※本市に所在する空き家ではありません。あくまでも例として掲載しています。

住宅リフォーム等支援事業補助金
　市民の住環境の向上などを図ることを目的に、住
宅のリフォームや廃屋の解体にかかる対象経費の一
部に対する補助制度があります（1件当たり 2～
20万円の補助）。
　今年度は、受付を終了していますが、今後リフォー
ムをご検討される際は、お問い合わせください。

○これまでの補助実績

※ 平成 26年度は未実施。

■問合せ先　都市整備課都市計画係
　　　　　　☎0969（28）3366

空き家バンク制度
　市内にある空き家などの売却や賃貸を希望する人
に「空き家バンク」へ物件を登録し、その情報を市
の移住情報サイトを通して、広く情報提供を行う制
度。

■問合せ先　企画政策課地方創生推進室
　　　　　　☎0964（26）5539

宅地宅建取引業者

空き家所有者移住定住希望者
上天草市
空き家バンク

物件交渉
契約締結

物件登録
情報提供

物件交渉
契約締結

利用者登録
物件情報提供

年　　度 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ27 Ｈ28
申請件数（件） 31 32 44 48 42
補助金額（千円）4,999 5,000 6,755 7,048 5,815

☜
移
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
か
え
ら
ん
？
」
完
成
！
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こ
の
た
び
、
上
天
草
市
の
魅
力
が

た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
移
住
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
か
え
ら
ん
？
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
名
「
か
え
ら

ん
？
」
は
、天
草
地
域
の
方
言
で
「
帰

り
ま
せ
ん
か
？
」「
帰
ろ
う
よ
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、『
上
天
草
市
は

一
度
訪
れ
た
ら
「
住
み
た
く
な
る
」

「
戻
っ
て
き
た
く
な
る
」
素
晴
ら
し

い
場
所
』
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
て
お
り
、
地
元
上
天
草
で

頑
張
る
人
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
っ
た
り
、
本
市
へ
移
住
し
た

「
移
住
者
の
先
輩
」と
し
て
の
目
線
で
、

移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
た
ち
へ
上

天
草
市
の
良
さ
を
P
R
す
る
内
容

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
移
住
検

討
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
平
成

28
年
度
の
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

大
賞
を
受
賞
し
た
「
み
し
ら
ん
」
の

よ
う
に
、
思
わ
ず
手
に
取
り
た
く
な

る
よ
う
な
目
を
引
く
ピ
ン
ク
の
表
紙

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
知
り

合
い
の
人
な
ど
で
、
本
市
へ
の
移
住

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
へ
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。

月刊

市長室

Now!
な う

Monthly Publication

移住 Life インタビュー

移 住 年：平成 23 年
前居住地：栃木県
職　　業：会社経営

山﨑日出男さん・陽子さん

日出男さんは佐賀県、陽子さんは神奈川県出身。

小学生のお子さん２人と４人で暮らされています。

本市に移住する前は栃木県で田舎暮らしをしていまし

たが、東日本大震災を契機に日出男さんの故郷である

九州地方への移住を検討するようになりました。海に

囲まれた生活を求め、九州各地で移住先を探された結果、上天草市へたどり着いたそうです。平成 27 年の夏から、

ｃａｆｅ＆ｂａｒ「ＭＡＲＣＯ」をオープン。

移住して開業

年度 H24 H25 H26 H27 H28
相談件数 65件 104件 73件 61件 89件
移住者数 10人 17人 9人 29人 51人

・企画政策課移住アドバイザーが移住に関する
相談に応じます。お気軽にご相談ください。

・年に数回、東京や大阪で移住相談会を開催し
ています。開催情報はホームページ、LINE
などでお知らせします。

移住を検討している人に紹介してください !!

※移住者数は、市への相談を通じて移住することになった人数。

過去５年の実績

移住促進パンフレット
『かえらん？』完成‼

■問合せ先　企画政策課移住相談アドバイザー
　　　　　　☎0964(26)5539

　  前島開発情報
前島地区に整備予定の観光交流拠点施設詳細設計完成！
　市では、ヤマハ跡地を含む前島地区を、観光需要
の拡大を図るための重点整備地域として位置づけ、
大人から子どもまで楽しめ、また、観光振興の効果
を市内産業に広げ、市内全域の活性化を目的に、平
成２６年度から国の社会資本整備総合交付金を活用
し、前島地区総合開発に取り組んできました。
　開発計画は来年度が最終年度となっており、平成
３１年４月のオープンを目指します。
　この施設には、観光情報やイベント情報などが入

手できる「観光交流スペース」、地域産品などを購入
できる「地域物産販売スペース」、アクティビティを体
験できる「体験スペース」、イベントなどの実施が可
能な「賑わいの広場」、海の景色を眺めながら楽しむ
ことができる「足湯」などを整備します。
　なお、この施設は、指定管理者による管理運営を
予定しており、詳細についてはオープンに向けて今
後検討していきます。

・名　　　称：（仮称）前島観光交流拠点施設
・所　在　地：上天草市松島町合津6215番地17
・用　　　途：観光交流機能　地域産品の販売機能　体験機能　など
・構　　　造：平屋建て　鉄骨造　切妻屋根
・規　　　模：敷地面積　6,524㎡
　　　　　　：延床面積　1,221.87㎡（幅14ｍ　全長70ｍ　高さ８ｍ）
・本体事業費：総額4億3千万円（外構工事は含みません。）

〔完成イメージ〕

・施設エントランスから建物に入った時に、松島の「多島海」
の絶景が目の前に広がる高さ６ｍ、横幅58ｍ程度のガラス面
が明るく開放感のある空間を演出
・ガラス面には、断熱性、遮熱性の高い複層ガラスを、屋根や
壁には　耐食性、断熱性、防火性の高いポリエステル系塗装
ガルバリウム鋼板を使用し、ローコストや省エネを実現

※駐車場、賑わいの広場などについては、来年度に整備する予定
です。

施設の特徴

天草パールセンター

リゾラテラス天草

シークルーズ
ろまん館

ホテル竜宮 施設建設予定地

観光機能交流エリア

VIKING MARKETVIKING MARKET賑わいの広場賑わいの広場

ACTIVITY HUNTINGACTIVITY HUNTING 足　湯足　湯

位 置 図

■問合せ先　企画政策課　開発プロジェクト推進室
　　　　　　☎0964（26）5546
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　10月7日(土)、宮津海浜公園で「あまくさエビリン
ピック2017」を開催しました。
　このイベントは、市が車エビ養殖の発祥の地であ
り、特産品の車エビをPRするために始められたもの
で、今年で5回目。参加者は開始の合図が鳴ると同時
に、一斉に海へ進み、それぞれ必死になって捕まえた
エビを持参した網に詰め込んでいました。
　熊本市から親子4人で参加した坂本さんは、「初め
て参加した。参加費以上の車エビを捕まえて、生や塩
焼きなどで味わいたい」と話しました。

　10月8日(日)、龍ヶ岳町高戸地区では翌日の体育の
日にちなみ、龍ヶ岳小学校で高戸地区町民体育祭が
ありました。保育園児や消防団、婦人会、老人会など
地区の住民約400人が参加し、大人から子どもまで
必死に走ったり、踊ったりと笑いの絶えない体育祭と
なりました。
　また、9日(月)には、大矢野総合体育館で、中地区
秋季スポーツ大会（ミニバレーボール）があり、6人
制の部で池の迫のチームが、4人制の部で亀の迫の
チームが優勝しました。

　9月27日(水)、5年前から天草四郎観光協会が取
り組んでいる「海丼＆山丼どっちもよか丼」の新メ
ニュー試食会がありました。
　どっちもよか丼は、前回までに約9万５千杯が食
べられており、今回10万杯達成を前に、１６店舗すべ
てが地元の食材を使った新メニューを出すこととな
り、天草四郎観光協会・観光物産部会長の渡邊経
夫さんは「地域の経済活性のためにたくさん食べて
ほしい」とアピールしました。
■問合せ先　天草四郎観光協会☎0964(56)5602

　９月27日(水)、天草四郎観光協会が今津小にお米
40㌔を贈呈しました。
　この米は、郷土の素晴らしさを知ってもらおうと、
協会が持つ「知ろーずファーム」で今津小５年生が作
付けしたもの。8月の収穫は、台風の影響で体験でき
ませんでしたが、米作りのサポートをした、きゅうちゃ
ん農園・林田久さんは「おいしく食べてください」と
米を児童に手渡しました。小橋茉那さんは「お米のあ
りがたさを感じながら残さず食べます」と代表してお
礼を述べました。

　9月18日(月)、千束地区自治会（大矢野町維和）
の敬老会では、一般財団法人自治総合センターが
実施するコミュニティ助成事業により整備された、
エアコンや机、イス、放送設備などの備品が活用さ
れていました。
　このコミュニティ助成事業とは、宝くじの社会貢
献広報事業で、地域社会の健全な発展などを目的
に、宝くじの受託事業収入を財源に、コミュニティ活
動に必要な備品を整備するもので、千束地区自治会
がますます発展することが期待されます。

　9月26日(火)、松島町阿村の永木造船鉄工所におい
て、韓国の会社DAEKEE　GLOBAL株式会社から同
所に発注があり完成した台船「SEAON NO.1-36」の
進水式が執り行われました。台船は、長さ36ｍ、幅12
ｍ、高さ4ｍの大きさで、艦船から排出される汚水を
陸上の処理施設に運ぶ役割を果たし、今後は、長崎県
佐世保市の米軍基地で活躍する予定です。
　式には、同所や韓国の発注会社の社員の他、地域
住民など約50人が出席。神事の後、餅投げがあり、
新船の門出を祝いました。

あまくさエビリンピック2017
車エビのつかみ取り

体育の日には体を動かして
各地区で体育祭が開催

完成！第12段 海丼＆山丼 どっちもよか丼
新メニュー試食会

残さず、いただきます
今津小に米を贈呈

千束会館の備品を整備
宝くじ助成事業

松島町で進水式
韓国企業の台船が完成

9
26

9
18

　9月7日(木)、松島中学校の3年生と教師45人を、9
月14日(木)、大矢野中学校の1年生と教師14人を対象
に、認知症サポーター養成講座が開催されました。
　講師役のキャラバン・メイトや認知症協力応援隊員
から、認知症の症状や対応などについて話を聴きま
した。
　参加した松島中の倉橋吟

うたな

奈さんは「認知症の人の
杖となる存在になりたい」と話し、大矢野中の森愛

まなみ

海
さんは「認知症の人に物がなくなったと言われたら、
一緒に探してあげることが大切」と話しました。

認知症のことを知ろう
大矢野中・松島中で認知症サポーター養成講座

9
 7

10

 5
　10月5日(木)、維和中学校で大阪フィルハーモニー
交響楽団の演奏会がありました。
　この演奏会は、文化庁が「文化芸術による子供の
育成事業」の一環で、一流の文化芸術団体が巡回し、
子どもたちの優れた文化芸術の創造を育むために実
施したものです。
　維和小・中学校の児童生徒と、地元住民が演奏会を
鑑賞しました。また、代表３名が指揮者を体験したり、
演奏に合わせ手足でリズムを刻むなど、音楽を通じて
会場が一体となり、和やかな雰囲気に包まれました。

維和中で本場のオーケストラ公演
大阪フィルハーモニー交響楽団が来校

高戸地区

中地区
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　10月12日（木）、登立小学校で、県立美術館が浜
田知明氏とマルク・シャガールの版画を各16点展示
し、スクールミュージアムを開催しました。
　これは、県立美術館が県内の学校に美術館の収蔵
作品を展示し、児童生徒をはじめ広く地域の人たち
に本物の美術作品を公開することで、芸術文化に親
しむ心を育てる機会とするものです。
　登立小では、初めての開催となり、児童は、作者に
関する簡単なクイズなどをとおして、美術作品につい
て楽しく学びました。

　10月14日(土)と15日(日)に、大矢野町の秋の訪れ
を告げる、恒例の上八幡宮秋季例大祭が開催されま
した。
　このお祭りは、宝暦元年（１７５１）年から始まった
といわれており、五穀豊穣と大漁を祈願するお祭り
で、上地区の子供や青年が参加する神幸行列や奉納
獅子舞などが行われます。
　あいにくの悪天候により、夜の奉納演芸大会は中
止になりましたが、神幸行列は雨にも負けずに参加
者の威勢のいい掛け声や演舞で盛り上がりました。

　10月10日(火)、市役所大矢野庁舎で退任人権擁
護委員の退任式がありました。10月1日付けで退任
した荒田由美さん（左）に、熊本地方法務局天草支
局の堤達也支局長から法務大臣感謝状を、森本輝
美さん（右）に、記念品が手渡されました。
　荒田さんは2期（6年）、森本さんは1期（3年）とい
う永きに渡り人権擁護委員を務め、地域の用語活動
のために尽力しました。
　なお、後任として濱邉志恵さん（姫戸町）、塚田久
美子さん（龍ヶ岳町）が就任されました。

　10月12日(木)、上天草警察署において、「平成29
年ひのくにピカピカ運動」にかかる「上天草ピカピ
カ大使」の委嘱式がありました。
　この運動は毎年10月15日から翌年の1月31日ま
で、「反射材の活用」と「前照灯の早め点灯及び上向
き点灯」の実践を重点とし、交通事故防止を目的と
して行っているものです。
　ピカピカ大使には、落語家・桂

かつら

伸
しんざ

三さんが上天草
警察署馬場署長から任命され、反射材などの物品
を受け取られました。

　10月17日(火)、市役所大矢野庁舎において、天草
池田電機株式会社・池田博文常務取締役と社会福
祉法人児童養護施設みどり園・篠﨑節子施設長と
「災害時における応援に関する協定」を締結しまし
た。
　これは、災害時にそれぞれの施設を避難所などと
して利用させていただくことを目的に執り行われ、
市長は「皆さまの深いご理解とご協力により、今後
市の防災力が高まります。これかもさらに災害に強
いまちづくりを目指します」と感謝を述べました。

　10月19日(木)、京都府で開催された第46回全国
老人クラブ大会において、上天草市老人クラブ連合
会が、活動が他の模範となるとして優良郡市町村老
人クラブ連合会表彰を受賞しました。
　当連合会は、市と連携し健康増進に向けた取組
みや、他地域の老人クラブと交流などの活動をして
います。「会員の皆さんの活動のおかげです」と話
す、水野敏行連合会長は、平成27年に全国の育成
功労・永年勤続賞を受賞しています。今後の連合会
の活躍に期待です。

本物の美術品見て感じて
スクールミュージアム開催

万作じゃ～
上八幡宮秋季例大祭

人権擁護活動に尽力
荒田さん、森本さんが退任

ピカピカ大使誕生！
警察署で委嘱式

災害に強いまちづくりを目指して
災害協定調印式を執行

健康・生きがいづくりに取り組んで
市老人クラブ連合会が表彰

第48回衆議院議員総選挙の投・開票結果をお知らせします

　平成29年10月22日に衆議院議員総選挙が執行されました。投票は、10月22日の午前７時から午後
６時まで市内29投票区で実施。（湯島地区は、台風の影響により投票日を繰り上げ、21日の午前７時
から午後４時まで）
　開票作業は、午後８時から松島総合センター「アロマ」で行われました。上天草市における投・開
票結果は次のとおりです。

◆小選挙区選出議員選挙投票結果
選挙当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

11,426 12,959 24,385 6,251 7,450 13,701 54.71 57.49 56.19

◆小選挙区選出議員選挙開票結果
候補者名（届出順・敬称略） 得票数（票）

やがみ　雅義 4,484
金子　やすし 8,658

【問合せ先】
　上天草市選挙管理委員会
　☎0964（26）5526

◆比例代表選出議員選挙開票結果
名簿届出政党名（届出順） 得票数（票）

自由民主党 5,488
幸福実現党 81
公明党 2,565
社会民主党 104
日本共産党 709
立憲民主党 1,827
希望の党 1,678
日本維新の会 250
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生涯学習

平成29年度上天草市人権講演会を開催します平成29年度上天草市人権講演会を開催します
　お互いの人権を尊重し、全ての市民が心豊かに生活できる社会の実現を図るため、
次のとおり開催します。ぜひご参加ください。
■日時　平成29年12月２日（土）午後１時開会
■場所　松島総合センター「アロマ」ホール
■講師　村上美香氏（熊本県民テレビ【ＫＫＴ】アナウンサー）
　平日夕方の人気ワイド番組「テレビタミン」のメインキャスターとして活躍。ラ
イフワークとして動物愛護のボランティアや自身のがん闘病経験を伝える講演を行
うなど、特に「命」の大切さを伝える活動に取り組んでいる。
　座右の銘は、ばってん荒川さんからいただいた言葉「笑顔が何よりのお化粧」。愛
称は「美香ちゃん」。
■演題　「食と命、そして仕事」
■内容　食肉解体作業員の世界を取材、制作したドキュメント「いのちいただくシ
　　　　ゴト」の話を中心に絵本の読み聞かせや差別の話、人権の話をしていただ
　　　　きます。

　９月26日、平成29年度熊本県社会教育研究大会・
第 62回熊本県公民館大会合同大会が玉名市で開催
され、県内から９人が熊本県優良公民館表彰を受け
ました。この表彰は、多年にわたり公民館活動やそ
の運営に寄与された人へ授与するものです。
　本市からは、平成 20年度から地区公民館長とし
て地域をまとめ、公民館活動にご尽力いただいてい
る次の３人が表彰されました。
　○今津公民館　吉澤　泰彦　館長
　○上公民館　愛甲　俊夫　館長
　○教良木河内公民館　森口　邦雄　館長

ふ
る
さ
と
発
見

白
亜
紀
の
花
粉
化
石

　

本
市
に
分
布
す
る
上
部
白
亜
系
（
後
期
白
亜
紀
の
地
層
）

の
姫
浦
層
群
は
、
主
に
礫
岩
や
砂
岩
、
泥
岩
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
泥
岩
を
さ
ま
ざ
ま
な
薬
品
で
溶
か
す
と
、
そ
の

中
か
ら
は
１
㎜
以
下
の
微
生
物
の
化
石
が
多
く
見
つ
か
り
ま

す
。
最
近
に
な
っ
て
、
植
物
の
花
粉
や
胞
子
な
ど
の
化
石
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
特
に
ゼ
ン
マ
イ
科
に
属

す
る
シ
ダ
植
物
の
胞
子
（
図-

２
，３
）
や
裸
子
植
物
の
花
粉

（
図-

４
，６
，７
，８
）
が
多
産
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ラ
ッ
ソ
ポ
リ
ス
（
図-

６
）
な
ど
の
花
粉
や
地
層
の

特
徴
か
ら
、
姫
浦
層
群
の
堆
積
場
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
生

い
茂
る
河
口
が
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
植
物
に
特
徴
的
な
被
子
植
物
は
、
白
亜
紀
の
前
期
に

出
現
し
、
白
亜
紀
か
ら
新
生
代
に
か
け
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
姫
浦
層
群
か
ら
は
ス
コ
ラ
―
デ
ィ
ア
属
（
図

-

10
）
に
含
ま
れ
る
被
子
植
物
の
花
粉
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
カ
ナ
ダ
、
サ
ハ
リ
ン
、
北
海
道
な

ど
の
北
半
球
の
白
亜
紀
末
期
の
地
層
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
自
然
編
担
当　

小
松
俊
文
委
員
）

▲　姫浦層群から産出した約 8000 万年前の
胞子や花粉などの光学顕微鏡写真（提供：中
央大学理工学部ルグラン・ジュリアン博士）

　　　　このページに関する問合せ先
　　　　社会教育課生涯学習係　☎0969（28）3361

《図書館おはなし会》
　　　　　　　　（30分間～１時間）

11/18（土） 午後２時～ 龍ヶ岳図書館
11/25（土） 午後１時半～ ママ応援センター
 午後２時～ 森記念図書館２階
12/ ９（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
 午後２時～ アロマ視聴覚室
12/16（土） 午後２時～ 龍ヶ岳図書館
※姫戸図書館は 12月に「クリスマスおはなし会」を行うため、通
常のおはなし会はお休みです。
※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお願いします。
※11月２日以降は読書マラソン対象イベントです。スタンプを３個
進呈します。

本を借りてLINE
ポイントを貯めよう

図書の寄贈（９月寄贈分）
　７名の方にご寄贈いただきました。ありがとう
ございました。

１2/7（木）　午前１０時３０分～
アロマ視聴覚室

【問合せ先】
社会教育課生涯学習係　☎0969(28)3361

赤ちゃんおはなし会

11月20日、27日、30日
12月 ４日、11日、18日、25日、
　　 28日～31日
１月 １日～ ４日

休　館　日

11月15日（姫戸） 22日（龍ヶ岳）
12月 ６日（大矢野） 13日（松島）
　　 20日（姫戸）
雨天の場合は、翌日に延期します。小
雨決行です。

移動図書館巡回日

●古本市（中央図書館）開催のお知らせ
期間：11月３日（金）～
　　夏の間に募集していました本を、中央図書館で
無料配付いたします。素敵な出会いがあるかもし
れません、ぜひご来館ください。袋の不足が考え
られますので、持ち帰り用の袋をお持ちください。

●読書マラソン開催中 !!
　　小学生以下の市民を対象に、今年も読書マラソ
ンを実施中です。本を読んで、おはなし会に参加
して、スタンプをいっぱい集めてください。たく
さんスタンプを集めた児童にはプレゼントがあり
ます。詳細は図書館へお尋ねください。

期間：11月２日（木）～平成30年１月８日（月）
対象：市内の小学校全児童・未就学児
※11月２日以降は読書マラソン対象イベントです。ス
タンプ３個進呈します!!

●おはなし会（イベントのお知らせ）
　クリスマスおはなし会
　（姫戸地域振興センター内ホールで開催予定）
　12月９日（土）午前10時～

図書館職員の
オススメ本コーナー「推

おしぼん

本 !!」
『歴メシ！
　世界の歴史料理をおいしく食べる』
（遠藤　雅司／著　柏書房刊）
（大矢野森記念図書館所蔵）
　食欲の秋に、歴史料理で時間旅行はいかが？
　最古のパン、中世のシ
チュー、ヴェルサイユ宮殿
の晩餐会…古代メソポタミ
アから 19 世紀のヨーロッ
パまで、8つの時代の料理
をおいしく再現。現代人で
もおいしく食べられるレシ
ピとともに、当時の食事風
景がわかるエッセイも掲載。
人類はそれぞれの時代に、
何を食べて生きていたか。
おいしく時間旅行を楽しめ
ます。

　図書館で本を借りると、返却時に
LINE ポイントが貯まります。たくさん
本を借りてください。ポイントが 25ポイント貯まると、
地元商品券などに交換できます。交換は、総務課、市民課、
姫戸・龍ヶ岳各統括支所で行っています。
■問合せ先　総務課秘書広報係　☎0964（26）5525

熊本県優良公民館表彰熊本県優良公民館表彰

▲　表彰式の様子、写真右２人目から順に森口館長、愛甲館長、吉澤
　館長

▲　村上美香氏
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～国民健康保険加入者（満 40歳から 74歳まで）の人へお知らせとお願い～
　加入している保険で年に１回は必ず受診することとなっている特定健診ですが、本市の平成 28年
度特定健診受診率は 28.6％（９月末現在）であり、熊本県内でワースト２位となっています。
　特定健診を受けない理由で「病院を受診しているため健診を受けない」人の割合が多いため本市で
は、定期的にかかりつけの病院で特定健診の検査内容と同程度の検査を受けたら、特定健診を受診し
たものとみなすこととし、病院で実施した結果をご本人の同意のもと、医療機関から検査データを提
供していただく「データ提供事業」を実施しています。この事業では自己負担金がかからず、特定保
健指導も無料で受けることができます。
　また、特定健診受診率や特定保健指導率に応じて国から交付金が各市町村へ支援されることとなっ
ており、受診率などが上がることで、国民健康保険税の減額につながります。
　特定健診は各地区において実施している住民健診やかかりつけの病院でも個別健診で受診できます
が、毎月検査を受けて特定健診を受診していない人は、上天草市の特定健診受診率向上のためにご協
力をお願いします。

◇対象者　　生活習慣病などの治療で医療機関に定期的に通院中の 40歳から 74歳までの国民健康
　　　　　　保険加入者
　　　　　　（すでに特定健診を受診した人は対象となりません。）
◇対象期間　平成 30年３月 31日まで
◇受診方法　次の対象医療機関に直接、申し出てください。
◇医療機関へ持参するもの
　　　　　　保険証・問診票・同意書
　　　　　　（住民健診の意向調査で「人間ドックで受診」と回答した人には
　　　　　　  問診票と同意書を 10月中に送付しています。）
◇データ提供対象医療機関

健診機関 住　　所 電話番号

しまだ小児科医院 上天草市大矢野町登立 191 0964（56）0005

上天草内科呼吸器科
クリニック 上天草市大矢野町登立 9616-8 0964（56）3100

毛利医院 上天草市大矢野町登立 9145- ４ 0964（56）2111

中村医院（上） 上天草市大矢野町上 391-1 0964（56）0003

宮﨑外科胃腸科医院 上天草市大矢野町上 1519 0964（56）0600

吉田クリニック 上天草市大矢野町中 8308-1 0964（57）0246

春田医院 上天草市松島町阿村 808-6 0969（56）0052

やまうち医院 上天草市松島町阿村 5072-12 0969（56）0899

村上医院 上天草市姫戸町姫浦 2528-6 0969（58）3102

竹中医院 上天草市姫戸町二間戸 2279-2 0969（58）2148

上天草総合病院 上天草市龍ヶ岳町高戸 1419-19 0969（62）0983

場所 上天草総合病院6階講堂
☎0969（62）1122

月 火 水 木 金

内 科
代謝内科

古川（祥）
和田
樋口
代謝内科
（熊大）

古川（祥）
溝部
和田

糸永
中村
古川（歩）
樋口

守田
和田
溝部
樋口

糸永
古川（歩）
溝部
樋口/
古川（祥）

循 環 器
内 科 石井 古川（祥） 西原

外 科
消化器科 福田 城野 蓮尾 /

福田 城野 城野 /
福田

整形外科 藤松 上原 藤松

（午後）
林田
（胤末）
（井戸川）

藤松

小児科 熊大 熊大
産婦人科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
耳鼻咽喉科 熊大 熊大 熊大
眼 科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下
皮膚科 尹
泌尿器科 小川
超音波・
内 視 鏡
センター

古川（歩）
城野
蓮尾

古川（歩）
福田
蓮尾

和田
城野

古川（歩）
福田
蓮尾

福田
城野
蓮尾

歯科・口腔外科 福田 福田 福田 福田 福田

※時間、場所は変更になる場合がありますので、
参加希望の人はご連絡ください。

日時 11月24日（金）
午後１時30分～午後３時30分

●診療受付時間は、午前８時30分から午前11時30分までです。
●火曜日の整形外来は午前10時20分から診療開始します。受付
は午前11時までです。
●木曜日の整形外来（予約制）の受付時間は、午後1時30分から
午後4時までです。

●常勤小児科医の不在に伴い、お産（分娩）の取扱いを当面休止し
ます。
●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●診療案内は都合により変更となる場合があります。ご了承くだ
さい。

月 火 水 木 金

急
患
担
当

午前 城野 福田 蓮尾 福田 福田/
城野

午後 古川（祥）
（城野）中村 中村 溝部

（福田）
古川（歩）
（糸永）

月 火 水 木 金
教 良 木
診 療 所 糸永 中村 応援 応援 古川（祥）/

樋口

　  診 療 案 内

1 日だけの「健康と文化のテーマパーク」
　上天草総合病院と市が「上天草け～な健康フェア 2017」
を共同開催します。
　市民の健康の大切さと病院の機能を認知していただくとと
もに、小学生以上を対象に医師、看護師、薬剤師などの医療
業務に慣れ親しんでもらうための疑似体験コーナーや、楽し
いゲームを行います。皆さまのご参加をお待ちしています。

■日　　時　11月 23日（木・祝）10時～ 15時
■場　　所　大矢野総合体育館
■内　　容　
　キッザニア　体験＆フォトコーナー　
　　～医師・看護師・薬剤師体験～
　　内視鏡をさわったり、薬（お菓子）
　　を調剤してみたり、看護師さんに
　　変身したり…制服姿になって撮影
　　しましょう！

　健康の誓い・太鼓演奏（園児）　
　ミニ市民講座　
　研究発表・表彰（小学生）　
　スタンプラリー（賞品）　
　紙飛行機大会（賞品）　
　体験コーナー　
＜出演者＞
　渡辺あきこさん（NHK「今日の料理」出演）
　SKK20act（子宮頸がん啓発アイドル）

■問合せ先　上天草総合病院　☎0969（62）1122
　　　　　　市役所健康づくり推進課　☎0969(28)3354

HospitalHospitalHospital
News がんサロン

入場
無料

特定健診受診率県内 ワーストワースト２位ワーストワースト２位ワースト２位
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健康ガイド

できていますか？ 子どもの事故防止対策
　１歳から９歳までの子どもの死亡原因は、合計で「不慮の事故」がトップとなっています。子ども
の事故の多くは、周囲の大人のちょっとした気配りや環境づくりによって防ぐことができます。

起きやすい事故 予防のポイント

転落・転倒
●ベビーベッドからの転落
●ベランダや階段などからの転落
●歯ブラシをくわえたまま転倒

ベッドから離れるときは必ず柵を立てる／ベランダや
窓の近くには踏み台になるようなものを置かない／歯
ブラシをくわえたり、手に持たせたまま歩かせない

やけど
●炊飯器や加湿器の蒸気にさわる
●アイロン、ストーブにさわる
●ポットや鍋をひっくり返す

アイロン、ポット、鍋などやけどの原因となるものに
子どもが触れないようにする／ストーブなどの暖房器
具には安全柵を付ける

溺れる ●浴槽に落ちる、水遊び
浴槽に水をためたままにしない／浴室のドアの高い位
置に外鍵をつける／水遊び時はライフジャケットをつ
ける・目を離さない

誤飲・中毒・窒息 ●医薬品、化粧品、洗剤、コイン、
　豆などを誤って飲む

薬品類は子どもの目にふれない場所や手の届かない場
所に保管する／口・鼻・耳に入るサイズの小物は遠ざ
ける／小型の電気製品やおもちゃのボタン型・コイン
型電池が本体から外れやすくないか確認する

交通事故
●道路への飛び出し
●自転車・三輪車での転倒
●乗車中の事故

手をつないで歩く／三輪車に乗る・自転車に乗せると
きはヘルメットをつける／車に乗せるときはチャイル
ドシートを後部座席に取り付けて乗せる／短時間で
あっても子どもを車内に残したままにしない

 11月はSIDS対策強化月間です

時　　間 日 場　　所
午後2時～ 7木、21木 天草保健所

☎0969（23）0172 ※要予約

精神保健相談（12月）

短縮番号
（＃ 8000）

平　日：午後 7時～翌朝 8時まで
土曜日：午後 3時～翌朝 8時まで
日祝日：午前 8時～翌朝 8時まで

※ダイヤル回線の場合　☎096（364）9999

小児救急電話相談
　夜間の子どもの急病時

場　　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

生活環境課 4月・11月
18月・25月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～9時45分）

市保健センター 20水
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随　時）

姫戸統括支所 1金・22金 午前9時～10時
（午前9時～9時15分）

龍ヶ岳統括支所 1金・22金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～10時45分）

【用意するもの】母子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で母子健康手帳の発行を行って
います。その場合保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の
保健指導を行います。

種　　類 用意するもの 日 対象者
（生月） 受付時間

２か月児学級 バスタオル 21木 H29.10

午後1時

～

1時15分

３～４か月児健診 バスタオル 5火 H29.  8

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
20水 H29.  5

１歳６か月児健診 尿 12火 H28.  5

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 7木 H27.12

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 19火 H26.11

【場所】上天草市保健センター（松島町合津7915番地1）
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※２歳児歯科健診の問診票は会場で配布します。

育児相談・母子健康手帳交付（12月）

乳幼児健診（12月）

日祝日在宅医（12月）

「糖尿病」について考えよう！
～１１月１３日から１９日は全国糖尿病週間です～
　「糖尿病」は食事や運動、そして適切な治療の継続に
より、予防や進行を遅らせることができる病気です。し
かし、「糖尿病」は自覚症状がほとんどなく、症状が出
る頃にはすでに重症となっていることもあり注意が必要
です。
　過去の健診で血糖値が高いと言われた人、あるいは、
最近血液検査を受けていない人、このような人は知らな
いうちに「糖尿病」になっているかもしれません。
　そうならないためには、血液検査で自分の血糖値を知
ることが予防の第一歩です。年に１度健診を受ける、ま
た、以前に血糖値が高いと言われた人は医療機関を受診
しましょう。

糖尿病の合併症
　●神経障害⇒手足のしびれ、こむら返り
　●糖尿病性網膜症⇒視力低下、失明
　●糖尿病性腎症⇒腎不全（人工透析）

日 当番医名（診療科目） 場　　所

３日
中村医院（内） 大矢野町上

☎0964（56）0003

姫戸医院（内） 姫戸町姫浦
☎0969（58）3583

10日
福本眼科（眼） 大矢野町上

☎0964（56）0508
村上医院（内・小・リハ・
神内・呼・循・消）

姫戸町姫浦
☎0969（58）3102

17日
中村達男医院（内） 大矢野町登立

☎0964（56）0006

竹中医院（内） 姫戸町二間戸
☎0969（58）2148

23日 天草皮ふ科・内科（皮） 大矢野町中
☎0964（59）0808

24日

上天草内科呼吸器科ク
リニック（内・呼）

大矢野町登立
☎0964（56）3100

春田医院（外・内・小） 松島町阿村
☎0969（56）0052

31日
吉田クリニック（内） 大矢野町中

☎0964（57）0246

上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸
☎0969（62）1122

【診療時間】午前9時～午後5時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
11月１日現在の予定表です。都合により変更することも
ありますので、休日在宅医自動電話案内【☎0969(23)
1400】にお問い合わせいただくか、市ホームページで確
認ください。

　骨髄移植とは、白血病などによって、正常な造血が行わ
れなくなった患者の造血幹細胞を健康な方の造血幹細胞と
入れ替え、回復させる治療法です。 
　白血病などの患者を多く救うためには、一人でも多くの
ドナー登録が必要です。皆様のご協力をお願いします。
日本骨髄バンク　☎ 03（5280）1789

骨髄バンクのドナー登録を！
乳幼児期に起こりやすい事故

SIDS とは？

　乳幼児突然死症候群（SIDS：Sudden Infant Death Syndrome）は、何の予兆や既往歴もないま
ま乳幼児が死に至る原因のわからない病気で、窒息などの事故とは異なります。
　平成27年度には96名の赤ちゃんがSIDSで亡くなっており、乳児期の死亡原因としては第３位と
なっています。

SIDS の予防方法は？

　SIDSの予防方法は確立していませんが、以下の３つのポイントを守ることにより、発症率が低く
なるというデータがあります。

１歳になるまでは、寝かせるときはあおむけに寝かせましょう
SIDSは、あおむけ、うつぶせのどちらでも発症しますが、うつぶせに寝かせたときの
方がSIDSの発症率が高いということが研究者の調査からわかっています。

たばこをやめましょう
たばこはSIDS発症の大きな危険因子です。妊婦さん自身の喫煙はもちろんのこと、妊
婦さんや赤ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。これは、身近な人の理解も大切で
すので、日頃から喫煙者に協力を求めましょう。

できるだけ母乳で育てましょう
母乳で育てられている赤ちゃんの方がSIDSの発症リスクが低いということが研究者の
調査からわかっています。できるだけ母乳育児にトライしましょう。
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info
rmation

information
　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事
前

受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
21
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　

市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国
保

事
業
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中
で
す
。
待

ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は

年
金
手
帳
を
準
備
し
て
、
お

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６
９（
24
）２
１
１
２

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、要
望

や
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
場
所

▽
12
月
７
日（
木
）松
島
庁
舎
１

階
相
談
室

▽
12
月
14
日（
木
）大
矢
野
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

〜
午
後
4
時

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市

民
・
福
祉
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
５

　

家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行

い
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は

解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　

12
月
19
日（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
開
設
場
所　

松
島
庁
舎
１
階

相
談
室

▼
相
談
方
法　

面
談
方
式
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

１
回
）

▼
相
談
時
間
お
よ
び
費
用　

１

人
１
回
30
分
間
。
費
用
は
、

無
料
で
す
。

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環

境
課
市
民
・
福
祉
係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
４

　
い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴

力
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問

題
、
障
が
い
者
差
別
、
相
隣
関

係
な
ど
人
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
期
日
・
場
所

・
12
月
１
日（
金
）市
役
所
龍
ヶ

岳
統
括
支
所

・
12
月
４
日（
月
）市
役
所
松
島

庁
舎

・
12
月
５
日（
火
）市
役
所
姫
戸

統
括
支
所

・
12
月
６
日（
水
）市
役
所
大
矢

野
庁
舎

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▼
問
合
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
７

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
犬
の
無

料
し
つ
け
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

咬
む
、
吠
え
る
、
散
歩
中
に

引
っ
張
る
、
ト
イ
レ
な
ど
愛
犬

の
し
つ
け
に
お
悩
み
の
人
や
、

こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
人
は

ど
う
ぞ
ご
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

▼
場
所　

天
草
保
健
所

▼
注
意
事
項
な
ど

・
愛
犬
の
同
伴
は
原
則
不
可

・
１
人
30
分
程
度
、
各
回
先
着

６
名

▼
問
合
せ
先　

天
草
保
健
所

　

☎
０
９
６
９（
23
）０
１
７
２

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、多
重
債
務
（
借
金
問
題
）

な
ど
の
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
、
専
門
の
相
談

員
が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に

相
談
・
申
請

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
会
議
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先　

市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４（
56
）０
７
８
３

　

県
警
で
は
、
犯
罪
に
あ
わ
れ

た
人
た
ち
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
警
察
に
お
け
る
被
害
者
支
援

〇
捜
査
の
流
れ
や
支
援
制
度
の

案
内
を
記
載
し
た
手
引
の
交

付
〇
指
定
さ
れ
た
職
員
に
よ
る
被

害
者
支
援

〇
捜
査
状
況
な
ど
に
関
す
る
被

害
者
へ
の
連
絡
制
度

〇
診
断
書
手
数
料
な
ど
の
公
費

支
出
（
支
出
対
象
事
案
に
限

り
ま
す
）

〇
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
の
公

費
支
出
制
度
（
一
定
の
条
件

あ
り
）

〇
再
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

制
度

〇
関
係
機
関
団
体
と
の
連
携

▼
警
察
の
相
談
窓
口

▽
警
察
安
全
相
談
室

　
（
警
察
の
総
合
相
談
窓
口
）

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）９
１
１
０

▽
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
（
犯
罪
被
害
支
援
・
犯
罪
被

害
給
付
制
度
に
関
す
る
相
談

窓
口
）

　

☎
０
９
６（
３
８
１
）０
１
１
０

　
（
内
線
２
１
９
３
〜
２
１
９
５
）

▽
振
り
込
め
詐
欺
相
談
電
話

　
（
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
相
談
）

　

☎
０
９
６（
３
８
１
）２
５
６
７

▽
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン

　
（
い
じ
め
、
少
年
非
行
等
の

少
年
問
題
専
門
相
談
窓
口
）

　

☎
０
１
２
０（
02
）４
９
７
６

　

☎
０
９
６（
３
８
４
）４
９
７
６

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番

　
（
性
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相

談
窓
口
）

　

☎
０
１
２
０（
８
３
４
３
）８
１

　

☎
０
９
６（
３
８
４
）１
２
５
４

▽
暴
力
追
放
相
談
電
話

　
（
暴
力
団
が
関
係
す
る
事
件
・

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口
）

　

☎
０
９
６（
３
８
４
）０
１
１
０

※
詳
し
く
は
熊
本
県
警
察
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
、
示
談
を
め
ぐ
る
損
害
賠
償

額
の
問
題
で
お
困
り
の
人
へ
、

担
当
弁
護
士
が
「
中
立
・
公
正
」

な
立
場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償

問
題
の
法
律
知
識
が
な
く
、
交

渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

弁
護
士
費
用
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
電
話
で
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
（
公
財
）交
通
事

故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
福
岡

支
部

　

☎
０
９
２（
７
２
１
）０
８
８
１

12
月
の
行
政
相
談

 

生
活
環
境
課

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

市
民
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

 
生
活
環
境
課

年
金
相
談 

健
康
づ
く
り
推
進
課

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

犬
の
無
料
し
つ
け
相
談
会

 

生
活
環
境
課

警
察
に
お
け
る
被
害
者
支

援
制
度
と
各
種
相
談
窓
口

国民年金保険料の
「後納制度」について
　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納
付することで将来の年金額を増やすことができる

「後納制度」が平成27年10月から平成30年９月までの３年間
に限り実施されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給
ができなかった人が受給資格を得られることがあります。
　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険
料免除期間などを合算した資格期間が原則として25年以上必要
でしたが、平成29年８月からは資格期間が10年以上あれば老
齢年金を受け取ることができるようになりました。そのため、後納
制度を利用し、不足している保険料を納めることにより、年金の
受給ができなかった人が受給資格を得られる可能性があります。
　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している人などは、後納制
度の利用はできません。
　なお、後納制度を利用するには申込みが必要です。
■11月は「ねんきん月間」、11月 30日（いいみらい）は「年
金の日」です！
　毎年 11月を「ねんきん月間」と位置付け、公的年金制度に
対する理解を深めていただくための普及・啓発活動を行ってい
ます。
　また、11月30日は「年金の日」となっています。
　ぜひ、この機会に「ねんきんネット」を利用して未来の生活
設計について考えてみませんか。
■問合せ・相談先
　本渡年金事務所　☎0969（24）2112
　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375

年金で笑顔年年年年金金金ででで笑笑笑顔顔顔顔年金で笑顔年金で笑顔

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市のデータ
人　　口 28,055人（‒ 46）
男　　性 13,286人（‒ 20）
女　　性 14,769人（‒ 26）
世 帯 数 11,835戸（‒ 17）
市の面積 126.91㎢　
平成29年９月30日現在（　）は前月比

〈
有
料
広
告
〉

上天草市シルバー人材センター　新規会員募集
高齢者の健康づくりや生きがいづくりなどの社会参加を応援します。

●入 会 資 格：上天草市内在住の方で原則 60歳以上の健康で働く意欲のある方
●入会説明会：随時入会相談に対応いたします。お気軽にご連絡ください。
●主な就業内容：除草、剪定、大工、空き家の管理、墓の掃除、家事援助、農作業など
■お問い合せ：上天草市大矢野町中3089番地1（公社）上天草市シルバー人材センター ☎0964-59-2228

高齢者の健康づくりや生きがいづくりなどの社会参加を応援します。

公益社団法人
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information
　

本
人
の
意
思
に
反
す
る
性
的
な

行
為（
性
暴
力
）に
あ
わ
れ
た
多
く

の
人
た
ち
は
、「
誰
に
も
相
談
で
き

な
い
、ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん
だ

り
苦
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と
で
は
、専

門
の
女
性
相
談
員
が
対
応
に
あ
た

り
、あ
な
た
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
付

添
い
支
援
、心
理
相
談
、法
律
相
談

な
ど
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
何
も
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
相
談
先　

性
暴
力
被
害
者
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と

　

☎
０
９
６（
３
８
６
）５
５
５
５

　
（
年
末
年
始
を
除
く
24
時
間
対
応
）

　

support@
yourside-

kum
am
oto.jp

　

地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
が
次
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
て
、
お
客
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
※

期
間
中
無
料
）

　

地
元
の
観
光
ガ
イ
ド
と
と
も

に
、
い
つ
も
の
景
色
と
ま
た

違
っ
た
魅
力
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
場
所
・
時
間

〇
松
島
町
千
巌
山
（
11
月
毎
日

実
施
）
10
時
〜
12
時

〇
姫
戸
町
永
目
の
ア
コ
ウ
樹

（
11
月
の
火
〜
金
曜
日
に
実

施
）
９
時
半
〜
10
時
半

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

観
光
お
も
て
な
し
課

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
２

　

精
神
疾
患
は
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
が
、

適
切
な
治
療
の
継
続
に
よ
り
症

状
は
相
当
程
度
安
定
化
し
軽
快

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
精
神
疾
患
と
は
」、「
周
り
の

支
え
方
」、「
最
新
の
薬
事
情
」

な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
４
日（
月
）午
後

２
時
〜
４
時

▼
演
題　
「
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
る
た
め
に
」

▼
講
師　

熊
本
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
次
長　

富
田
正

徳
氏
（
精
神
科
医
）

▼
会
場　

天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

天
草
地
域
精
神

保
健
福
祉
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
天
草
保
健
所
保
健
予
防
課
）

　

☎
０
９
６
９（
23
）０
１
７
２

【
Ｉ
Ｔ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

▼
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
・

内
部
）、精
神
、発
達
、難
病
、

高
次
脳
機
能

▼
定
員　

７
人

▼
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

を
基
本
か
ら
学
び
、
就
職
に

必
要
な
知
識
の
理
解
を
高
め

ま
す
。
資
格
取
得
の
目
標
設

定
を
行
う
訓
練
で
す
。

▼
募
集
期
限　
12
月
27
日（
水
）

ま
で

▼
訓
練
期
間　

平
成
30
年
2
月

1
日
〜
同
年
4
月
27
日（
金
）

▼
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
（
約

8
千
円
）
※
受
講
料
無
料

▼
訓
練
場
所　
（
有
）あ
ま
く
さ

藍
ネ
ッ
ト

▼
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
県
立
高
等
技
術
専
門

校

　

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

　

放
送
大
学
は
、平
成
30
年
度

第
１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、卒
業
す
れ
ば
学
士（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
、（
学

習
セ
ン
タ
ー
）を
設
置
し
て
お

り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送

大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
授
業
料　

１
科
目
１
万
１
千

円
（
入
学
金
別
）

▼
出
願
期
間　

２
月
28
日（
水
）

ま
で

▼
問
合
せ
先　

放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

　

農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
に

関
す
る
高
度
な
知
識
や
技
術
、

さ
ら
に
は
幅
広
い
教
養
と
社
会

性
を
培
い
、
次
代
の
本
県
農
業

の
担
い
手
と
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業

を
自
ら
意
欲
的
に
目
指
す
人
材

を
募
集
し
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

12
月
１
日（
金
）

〜
12
月
15
日
（
金
）

▼
選
抜
日
時　

平
成
30
年
１
月

23
日
（
火
）　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

▼
問
合
せ
先　

県
立
農
業
大
学

校
教
務
課

☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

▼
訓
練
科
名　

介
護
初
任
者
養

成
科

▼
対
象
者　

離
職
者
ま
た
は
自

営
業
を
廃
業
し
就
職
希
望
の

人
▼
募
集
期
間　

11
月
24
日（
金
）

〜
12
月
22
日（
金
）

▼
訓
練
期
間　

2
月
1
日（
木
）

〜
4
月
27
日（
金
）

▼
訓
練
会
場　

有
限
会
社
リ
ビ

ン
グ・ウ
ィ
ル・サ
ポ
ー
ト（
天

草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル

ト
内
）

▼
内
容　

介
護
職
員
初
任
者
研

修（
身
体
解
除
や
生
活
援
助
な

ど
基
本
的
な
介
護
技
術
の
習

得
）、福
祉
用
具
専
門
相
談
員

　

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
公
共
職
業

安
定
所

　

☎
０
９
６
９（
22
）８
６
０
９

　

県
で
は
、天
草
地
域
に
お
け
る

保
健
医
療
施
策
の
計
画
的
な
実

施
、推
進
を
図
る
た
め
、地
域
の

関
係
機
関
や
団
体
の
協
力
の
も

と
、第
6
次
天
草
地
域
保
健
医

療
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
７
次
天
草
地
域

保
健
医
療
計
画
の
素
案
な
ど
に

つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
傍
聴
を
希
望
す
る
人

は
、
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
20
日（
月
）午
後

4
時
半
〜
午
後
6
時
半

▼
場
所　

天
草
広
域
本
部
会
議

棟
2
階

▼
議
題

　

①
救
急
医
療
専
門
部
会

　

②
第
7
次
天
草
地
域
保
健
医

　

療
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

　

③
そ
の
他

▼
出
席
者　

保
健
医
療
推
進
協

議
会
委
員
30
人

▼
傍
聴　

会
議
前
日
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。定
員（
10

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
込
先　

天
草
保
健
所
総
務

企
画
課

　

☎
０
９
６
９（
23
）０
１
７
２

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
、「
私

た
ち
の
県
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。

　

県
で
は
、「
熊
本
復
旧
・
復

興
４
カ
年
戦
略
」
の
実
現
に
向

け
た
、ふ
る
さ
と
熊
本
の
復
旧
・

復
興
と
更
な
る
発
展
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
県
税
は
そ
の
た
め
の

貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
福
祉
に
、
道
路

や
河
川
の
整
備
に
、
熊
本
の
美

し
い
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た

め
な
ど
に
使
わ
れ
、
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

県
税
に
つ
い
て
解
説
し
た
冊

子
を
天
草
広
域
本
部
税
務
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
税
の

意
義
や
役
割
を
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
本
部

税
務
課
収
税
班

　

☎
０
９
６
９（
22
）４
３
７
０

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

観
光
案
内
実
施
中
！

 

観
光
お
も
て
な
し

▲　千巌山

◀アコウの木

性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

あ
さ
い
ど
く
ま
も
と
」

第
８
回
天
草
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
の
集
い

 

福
祉
課

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
生
の
募
集

天
草
地
域
保
健
医
療
推
進

協
議
会
の
傍
聴
者
募
集

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
立
農
業
大
学
校 

学
生
募
集

頑張ってます！地域の「かよいの場」 vol.６
葛崎和

なごみ

会（龍ヶ岳町大道）
　私たちは毎週土曜日午前９時から葛崎集会所で週１回活動を行っています。
　今年２月から活動しており、毎週15人ほどが参加しています。参加者か
らは「みんなで集まって体操をするのが楽しみ」「体力測定で効果が出てき
ていてうれしい」という声が聞かれます。
　皆さんも、地域で介護予防の取り組みをはじめてみませんか？
　詳しくは地域包括支援センターへお問い合わせください。

高齢者の低栄養に
気を付けましょう
「最近痩せてきた」
「急に体力が落ちた」
という人は周りにいま

せんか？それは、食べられる食事の量が減ってい
たり、栄養バランスが偏ったりしているせいかも
しれません。
　高齢者になると、１回あたりの食事量が少な
くなったり、加齢による噛む力・飲み込む力の低
下から偏食になりやすかったりするので、エネル
ギーや栄養が不足しがちになります。そのため、
「低栄養」に注意が必要です。低栄養になる原
因は他にも、認知機能低下、嗅覚や味覚の変化、
入れ歯など口の中の問題、下痢や便秘などさま
ざまなものが考えられます。何が原因なのかを
考えて、１回の食事でたくさん食べられない人は
食事の回数を増やしたり、嚙み合わせがよくな
い人は歯医者さんに相談したりするなど、原因
にあった対策が必要です。また、日ごろからバラ
ンスのよい食事、楽しい食事を心がけて低栄養
を予防することも重要です。
　いつまでもいきいきと長生きするために、自
分の食生活を見直してみましょう。

■問合せ先
　地域包括支援センター　☎0969（28）3378

地
包

括 タ

す

地
包

す

地
包

括 タ

す

こ は

地地地
包包

括括括括括括括 タタタタタタタ

すすすすす

ここ ははこん
にちはこん
にちは

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

そ
の
他

私
た
ち
の
県
税
を
考
え
る

週
間

 

健
康
づ
く
り
推
進
課
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information

成
30
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
に
対
し
、
名

簿
記
載
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
平
成
30
年

2
月
頃
か
ら
1
年
の
間
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
こ
の
段
階
で

は
、
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
人
の
事

情
を
事
前
に
把
握
す
る
た
め
、

当
該
通
知
書
の
ほ
か
に
、
調
査

票
を
同
封
し
ま
す
。
回
答
の
内

容
に
よ
り
辞
退
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
入
札
日
▼
工
事（
委
託
）名
①

工
事（
委
託
）場
所
②
契
約
者
③

契
約
者
住
所
④
契
約
金
額
⑤
工

事（
委
託
）期
間

□
９
月
12
日
入
札
分

▼
市
道
尾
越
崎
大
潟
線
舗
装
工

事
①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内
②

（
資
）石
炭
建
設
③
大
矢
野
町
④

２
８
９
万
４
４
０
０
円
⑤
９
月
〜
11

月▼
小
波
戸
１
号
橋
詳
細
設
計
業

務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内
②

（
株
）第
一コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

上
天
草
営
業
所
③
大
矢
野
町
④

５
４
０
万
円
⑤
9
月
〜
2
月

▼
登
立
渕
ケ
浦
地
区
単
県
治
山

測
量
設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内
②

（
株
）東
亜
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
上
天
草
営
業
所
③
松
島
町
④

８
４
万
２
４
０
０
円
⑤
９
月
〜
11

月□
９
月
19
日
入
札
分

▼
樋
島
大
橋
航
路
標
識
灯
取
替

工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内
②

（
有
）天
草
防
災
電
気
設
備
③

姫
戸
町
④
８
１
０
万
円
⑤
9
月

〜
3
月

▼
市
営
園
田
団
地
屋
上
・
外
壁

改
修
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②

（
株
）松
永
組
③
松
島
町
④

６
０
３
万
１
８
０
０
円
⑤
9
月

〜
12
月

▼
前
島
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
撤
去
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内
②

（
有
）勝
栄
工
業
③
松
島
町
④

６
４
８
万
円
⑤
9
月
〜
11
月

□
９
月
26
日
入
札
分

▼
松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
管
理
棟
改
装
工
事

①
松
島
町
合
津
４
７
２
６
番
地

44
②（
有
）山
本
建
設
工
業
③
松

島
町
④
３
３
４
万
８
千
円
⑤
10

月
〜
12
月

▼
小
波
戸
１
号
橋
地
質
調
査
業

務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内
②

（
株
）ア
バ
ン
ス
③
熊
本
市
④

１
５
５
万
５
２
０
０
円
⑤
9
月

〜
11
月

▼
上
天
草
市
交
流
セ
ン
タ
ー
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
災
害
復
旧

（
屋
根
）
工
事
設
計
業
務
委

託
①
大
矢
野
町
上
７
３
２
番
地
14

②
嶋
田
建
築
設
計
事
務
所
③
大

矢
野
町
④
９
５
万
４
０
０
円
⑤

9
月
〜
12
月

▼
上
天
草
港
海
岸
保
全
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
（
一
次
点

検
）
業
務
委
託

①
松
島
町
阿
村
・
今
泉
地
先
②

（
株
）三
栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
天
草
営
業
所
③
松
島
町
④

４
５
３
万
６
千
円
⑤
10
月
〜
1

月□
10
月
３
日
入
札
分

▼
大
手
原
漁
港
浚
渫
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内
②
河

上
建
設（
株
）③
大
矢
野
町
④

１
４
５
８
万
円
⑤
10
月
〜
1
月

▼
七
ッ
割
漁
港
浚
渫
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内
②

（
有
）藤
島
建
設
③
大
矢
野
町

④
１
３
７
７
万
円
⑤
10
月
〜
1

月□
10
月
10
日
入
札
分

▼
市
道
野
米
新
地
越
線
道
路
改

良
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内
②

（
有
）沼
田
建
設
③
大
矢
野
町

④
３
７
０
万
４
４
０
０
円
⑤
10

月
〜
2
月

▼
市
道
宮
津
１
号
線
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内
②

（
有
）沼
田
建
設
③
大
矢
野
町

④
１
５
０
万
７
６
８
０
円
⑤
10

月
〜
12
月

▼
（
仮
称
）
龍
ヶ
岳
保
育
園
改

築
工
事
地
質
調
査
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
２
８
９
３
番

地
3
②
千
代
田
工
業（
株
）③
熊

本
市
④
３
３
３
万
７
２
０
０
円

⑤
10
月
〜
12
月

▼
上
天
草
市
道
路
防
災
点
検
業

務
委
託

①
上
天
草
市
一
円
②（
株
）ウ
ラ

タ・シ
ビ
ル・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

上
天
草
営
業
所
③
松
島
町
④

１
８
３
万
６
千
円
⑤
10
月
〜
1

月▼
岩
谷
地
区
急
傾
斜
流
末
水
路

測
量
設
計
委
託

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内
②

（
有
）カ
ネ
カ
測
量
設
計　

上

天
草
営
業
所
③
大
矢
野
町
④

２
０
９
万
５
２
０
０
円
⑤
10
月

〜
1
月

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設（
南
風
苑
、

松
朗
園
、翔
洋
苑
、相
生
壮
、

き
ら
ら
の
里
）で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、ノ
ウ
ブ
ル
、リ

リ
ー
大
矢
野
、菓
子
工
房
ア
ロ
ー

ム
、天
理
教
大
矢
野
支
部
、梅
田

静
子
、圓
尾
玲
子
、龍
ヶ
岳
図
書

館（
お
話
し
エ
ト
ワ
〜
ル
）、龍
ヶ

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、赤
崎
地
区
子
供
神
輿
、

小
屋
川
内
獅
子
舞
保
存
会
、木

下
と
も
子
、な
ご
み
、み
つ
ば
会
、

赤
星
千
里
、濱
口
民
謡
教
室
、西

山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、猪
口
信
子
、

高
戸
婦
人
会
、ソ
ー
ラ
ン
愛
好

会
龍
、フ
ラ
愛
好
会
プ
ア
ナ
ニ
、

繁
布
美
会

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
を
対

象
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん

ま
の
施
術
に
対
し
て
施
術
利
用

券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
指
定
を
受
け
た
施
術
者

を
利
用
す
る
際
に
、
施
術
利
用

券
を
使
用
す
る
と
、
１
回
に
つ

き
７
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

　

施
術
利
用
券
の
交
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
市
役
所
各
庁

舎
、
統
括
支
所
、
出
張
所
の
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
世
帯
主
で
、
国
民
健
康
保

険
税
の
過
年
度
分
の
未
納
が

な
い
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
過
年
度
分
の
未

納
が
な
い
人

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
か
ん

▼
補
助

・
国
民
健
康
保
険

　

１
世
帯
に
つ
き
、
１
会
計
年

度
24
回

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

１
人
に
つ
き
、
１
会
計
年
度

12
回

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
と
も
に
、
１
日

１
回
が
限
度
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

健
康
づ
く
り
推

進
課
国
保
事
業
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
４

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
意
義
（
必
要
性
）
や
役
割

（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
さ
ま
の
税
に
対
す
る
理
解
を

よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら

し
を
支
え
る
税
」
で
す
。

　

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税

庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
（w

w
w
.nta.go.jp 

）。

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９（
22
）７
８
２
１

▼
11
月
の
納
税

　

国
民
健
康
保
険
税　

第
６
期

▼
納
期
限　
　

11
月
30
日（
木
）

▼
口
座
振
替
日 

11
月
27
日（
月
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税

係

　

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
９

　

本
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務

局
）
に
戸
籍
・
除
籍
謄
本
な
ど

の
束
と
と
も
に
相
続
関
係
を
一

覧
に
表
し
た
図
（
法
手
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
提
出
す
れ
ば
、

登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証

文
を
付
し
た
証
明
書
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
各
種
相
続
手
続

は
、
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
戸
籍
・
女

性
当
方
な
ど
の
束
を
何
度
も
出

し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。

　

本
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
資
格
者
（
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理

士
、
海
事
代
理
士
お
よ
び
行
政

書
士
）
に
よ
る
代
理
申
出
も
可

能
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務

局
不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
が
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設

業
を
営
む
人

▼
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

建　

退　

共

検　

索

▼
問
合
せ
先　

建
設
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
課

　

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
６
６

　

飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
ペ
ッ
ト
の
命
に
責
任
を
持

つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
迷
子
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ペ
ッ
ト
に
首

輪
や
迷
子
札
を
着
け
る
、
病
気

の
予
防
を
行
う
、
飼
っ
て
い
る

動
物
が
増
え
す
ぎ
て
周
り
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
避
妊
・

去
勢
手
術
を
す
る
、
ペ
ッ
ト
の

鳴
き
声
や
臭
い
、
排
泄
物
な

ど
、
日
頃
か
ら
周
囲
の
人
へ
の

配
慮
を
心
掛
け
る
な
ど
、
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平成29年度　上天草市工事発注予定一覧
工事名 種別 工事概要 工事場所 入札予定時期 工事期間

千巌山トイレ新設及び解体工事 建築 新設トイレ約 50㎡、既設トイレ解体約 74㎡ 松島町合津 第３四半期 約５ヶ月
千巌山車道整備工事 土木 車道 L=320m、W=4ｍ 松島町合津 第３四半期 約９ヶ月
市道前島１号線改良工事 土木 アスファルト舗装 松島町合津 第３四半期 約６ヶ月
前島地区土地造成工事 土木 掘削　法面緑化 松島町合津 第４四半期 約３ヶ月
市道前島２号線改良工事 土木 アスファルト舗装 松島町合津 第３四半期 約６ヶ月
前島地区観光拠点施設建築工事 建築 新築工事（延べ床面積 1,221㎡） 松島町合津 第３四半期 約１５ヶ月
前島地区観光活性化拠点施設建築工事 建築 新築工事（延べ床面積 1,221㎡） 松島町合津 第３四半期 約１５ヶ月
大維農道護岸改修工事 土木 コンクリートブロック積工　Ｌ＝ 34.6 ｍ、Ａ＝ 125㎡ 大矢野町維和 第３四半期 約５ヶ月
大道漁港（葛崎地区）護岸整備工事 土木 護岸整備　L=50ｍ 龍ヶ岳町大道 第４四半期 約６ヶ月
大手原漁港しゅん渫工事 しゅんせつ しゅん渫　Ｖ=2,400 ｍ 3 大矢野町上 第３四半期 約４ヶ月
七ツ割漁港しゅん渫工事 しゅんせつ しゅん渫　Ｖ=2,000 ｍ 3 大矢野町上 第３四半期 約４ヶ月
登立（字渕ケ浦）地区治山工事 とび・土工・コンクリート 法面保護工 大矢野町登立 第３四半期 約４ヶ月
上天草港（江樋戸港区）改修（C) 工事 土木 エプロン舗装A=400㎡ 大矢野町上 第３四半期 約４ヶ月
田端地区農道災害復旧工事 土木 復旧延長 L=8.0m　ブロック積A=22m2 大矢野町上 第３四半期 約２ヶ月
寺尾地区農道災害復旧工事 土木 復旧延長 L=68.0m　Co舗装A=42m2 大矢野町中 第３四半期 約２ヶ月
上天草港（江樋戸港区）改修（D) 工事 土木 排水整備 L=45m 大矢野町上 第３四半期 約４ヶ月
田端第 2地区農道災害復旧工事 土木 復旧延長 L=10ｍ　ブロック積A=40.3 ｍ 2 大矢野町上 第３四半期 約２ヶ月
女鹿串地区水路災害復旧工事 土木 復旧延長 L=9ｍ　大型水路 L=9ｍ 大矢野町上 第３四半期 約２ヶ月
上東排水機場電気設備改修工事 電気 電気設備一式 大矢野町上 第３四半期 約６ヶ月
東風留地区農道災害復旧工事 土木 復旧延長 L=8.0m　ブロック積A=34.2 ｍ 2 龍ヶ岳町高戸 第３四半期 約２ヶ月
大作山地区水路災害復旧工事 土木 復旧延長 L=22ｍ　 龍ヶ岳町大道 第３四半期 約２ヶ月
龍ヶ岳山頂自然公園バンガロー補修工事 建築 ロッジ・バンガロー２棟屋根外壁等の補修 龍ヶ岳町大道 第３四半期 約３ヶ月
白嶽森林公園バンガロー補修工事 建築 バンガロー２棟デッキ回り外壁屋根等の補修 姫戸町姫浦 第３四半期 約３ヶ月
天草四郎メモリアルホール改修工事 建築 館内展示室一部改装、防犯カメラ設置 大矢野町中 第４四半期 約２ヶ月
愛の鐘再設置工事 土木 コンクリート土台設置、愛の鐘吊り枠設置、鐘据付け、柵設置 大矢野町中 第３四半期 約３ヶ月
市道環状北線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=200m、A=1500㎡ 大矢野町登立 第３四半期 約４ヶ月
市道米山星平 1号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=250m、A=1400㎡ 松島町教良木 第３四半期 約３ヶ月
市道環状西 1号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=600m、A=3400㎡ 大矢野町上 第３四半期 約４ヶ月
市道永浦樋合 1号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=620m、A=3800㎡ 松島町合津 第３四半期 約３ヶ月
市道大鷺ノ浦 1号線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=300m、A=600㎡ 大矢野町維和 第３四半期 約３ヶ月
市道下亀の迫線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=140m、A=700㎡ 大矢野町中 第４四半期 約３ヶ月
市道上新田線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=190m、A=580㎡ 大矢野町上 第３四半期 約３ヶ月
市道賎ノ女隠迫線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=230m、A=570㎡ 大矢野町上 第３四半期 約３ヶ月
市道野米池の迫線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=260m、A=950㎡ 大矢野町中 第３四半期 約３ヶ月
市道鷹の巣線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=210m、A=640㎡ 大矢野町中 第４四半期 約３ヶ月
市道縫通諏訪線舗装工事 舗装 アスファルト舗装 L=40m、A=170㎡ 姫戸町二間戸 第３四半期 約３ヶ月
市道本郷堤線道路維持工事 土木 道路排水溝整備 L=50m 大矢野町登立 第３四半期 約３ヶ月
市道尾越崎中新地 2号線道路維持工事 土木 L型擁壁工 L=20m、舗装工A=40㎡ 大矢野町登立 第３四半期 約３ヶ月
市道古野賎の女線道路改良工事 土木 道路改良　L=40ｍ 大矢野町上 第３四半期 約５ヶ月
市道永浦樋合 1号線道路改良工事 土木 道路改良　L=50ｍ 松島町合津 第３四半期 約４ヶ月
樋島大橋補修工事 鋼構造物 主ｹｰﾌﾞﾙ及び吊り索補修　L=288ｍ 龍ヶ岳町樋島 第３四半期 約１２ヶ月
市道蔵々下山線舗装（B）工事 舗装 アスファルト舗装 L=100m、A=500㎡ 大矢野町維和 第３四半期 約３ヶ月
市道湯島中央線道路維持工事 土木 道路整備　Ｌ＝ 20ｍ 大矢野町湯島 第３四半期 約３ヶ月
市道永浦樋合支線道路整備工事 土木 道路整備　Ｌ＝ 10ｍ 松島町合津 第３四半期 約３ヶ月
市道大久保高丸線道路維持工事 土木 道路整備　Ｌ＝ 20ｍ 松島町阿村 第３四半期 約３ヶ月
市道（大矢野）防護柵整備工事 土木 防護柵設置一式 大矢野町 第３四半期 約３ヶ月
市道（松島・姫戸）防護柵整備工事 土木 防護柵設置一式 松島町・姫戸町 第３四半期 約３ヶ月
市道田端賎の女線災害復旧工事 土木 災害復旧　Ｌ＝ 7.5 ｍ 大矢野町上 第３四半期 約３ヶ月
市道湯島東線災害復旧工事 土木 災害復旧　Ｌ＝ 10.0 ｍ 大矢野町湯島 第３四半期 約３ヶ月
市営荒木団地安全設備改修工事 建築 安全設備改修工事 大矢野町登立 第３四半期 約３ヶ月
中南小学校屋外トイレ設置工事 建築 屋外トイレ設置 大矢野町中 第３四半期 約４ヶ月
今津小学校等スクールバス用地整備工事 土木 土羽盛土、土羽整形及び張りコンクリート、不陸調整工・路盤工・アスファルト舗装等 松島町合津 第３四半期 約３ヶ月
今村教員住宅解体工事 解体 教員住宅解体 松島町合津 第３四半期 約２ヶ月
大矢野総合スポーツ公園トイレ改修工事 機械器具設置 和式トイレ２１器を洋式トイレへ改修 大矢野町中 第３四半期 約３ヶ月
松島総合センターアロマ空調設備工事 機械器具設置 メインアリーナへ輻射式パネルを設置 松島町合津 第３四半期 約６ヶ月
松島総合運動公園陸上競技場観客席設置工事 建築 観客席 300席を新設 松島町合津 第３四半期 約４ヶ月
松島総合運動公園テニスコート観客席設置工事 建築 観客席 300席を新設 松島町合津 第３四半期 約４ヶ月
前島地区配水管布設替工事 水道施設 配水管　L=300ｍ 松島町合津 第３四半期 約３ヶ月
樋島地区配水管布設替工事 水道施設 送・配水管　L=200ｍ 龍ヶ岳町高戸 第４四半期 約４ヶ月
湯島浄水場前処理施設工事 水道施設 前処理施設　一式 大矢野町湯島 第３四半期 約４ヶ月

　内容については、平成 29年 10月１日現在における予定であり、実際に発注する工事の内容がこの内容と異なる場合、又はここに
記載されていない工事が発注される場合があります。また、予定設計金額が 130万円以下の工事、工事発注内容や時期が未定の工事
は記載してありません。
■問合せ先　監理課契約検査係　☎0964（26）5533

平成 29年 10月１日現在

総合防災訓練を実施します
　市では、大雨に対し２次防災体制での警戒にあたっている中、土砂災害が発生し、市内で被害が発
生したことを想定して、その際の対応すべき関係機関や団体の役割を確認するため、「上天草市総合
防災訓練」を次のとおり実施します。
　訓練当日には、避難勧告などの放送と、災害発生の放送を２回、市内全域に流す予定ですので、お
間違えのないようお願いします。
　また、これを機会に、自主防災組織をはじめ、市民の皆さまも、避難物資や避難方法を確認するな
ど積極的なご参加をお願いします。

J アラートの言葉が変更されました！
　弾道ミサイル落下時の全国瞬時警報システム（Jアラート）から伝達される言葉が次のとおり変更
となりました。ご確認いただき適正な行動をお願いします。
　詳細については、内閣官房国民保護ポータルサイトをご覧ください。

弾道ミサイル発射直後の情報伝達
○弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。
○ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Ｊアラートを活用して、防災行政無線で特別
なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール等により緊急情報をお知らせし
ます。

メッセージが流れた直後に取るべき行動
【屋外にいる場合】
○近くの建物（できればコンクリート造りなど頑丈な建物）の中または地下（地下街や地下駅
舎などの地下施設）に避難してください。
○近くに適当な建物等がない場合は、物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守ってください。

【屋内にいる場合】
　○できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。

■期日
 11月26日（日）
   ８時頃～12時頃

■主要訓練場所
　    姫戸町牟田地区・姫浦地区
　    （姫戸小学校）

主要訓練場所 訓 練 内 容 訓 練 主 体
上天草市役所
（大矢野庁舎・松島庁舎）

○災害対策本部設置訓練、関係機関への伝達訓練、自主防災組織との連携
　訓練、災害協定事業所への支援要請訓練など 上天草市

姫戸小学校 ○オートバイ・人命救助セットなどの資機材展示、炊事車による炊き出し 自衛隊
○災害ボランティアセンターの設置・運営訓練 社会福祉協議会

三角会場保安部 ○市との伝達訓練 海上保安部

姫戸町牟田地区

○交通誘導訓練など 上天草警察署
○救助訓練、市民を対象とした初期消火訓練など 北消防署
○土砂撤去訓練など 災害協定事業所
○土砂避難誘導訓練、安否訓練など
　※他の自主防災会でも消防団と連携した訓練を実施予定
　（貝場、前平、野釜前、維和、松島町１・２支部、下貫）

牟田自主防災会

○自主防災組織・消防署と連携した実働訓練 消防団

■ 訓練内容など

※この訓練は、どなたでも参観できます。自衛隊の炊き出し訓練など積極的にご参加ください。
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11月は児童虐待防止推進月間です

ひとり親家庭（父子・母子・寡婦）の会に入りませんか？

　11月は、児童虐待防止推進月間です。児童虐待に関する相談は依然として増加しており、特に子
どもの生命が奪われるなどの重大事件も後を絶ちません。児童虐待は社会全体で解決すべき重要な問
題です。
　厚生労働省では毎月11月を「児童虐待防止推進月間」と定め、地域から児童虐待を根絶する運動
を実施しています。

　平成29年度標語

『いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声』

児童虐待とは・・・
身体的虐待　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせ
　　　　　　るなど
性 的 虐 待　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど
ネグレクト　食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になって
　　　　　　も病院に連れて行かないなど
心理的虐待　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に
　　　　　　対して暴力をふるう（ＤＶ）など
＊虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連
絡内容に関する秘密は守られます。
　児童相談所全国共通3桁ダイヤル：１８９
＊出産や子育てに関する悩みや疑問がある人は、市役所福祉課までお気軽にご相談ください。

【問合せ先】　福祉課子育て支援係　☎0969（28）3351

　『上天草市ひとり親家庭の会』は、父子・母子・寡婦家庭の親睦、自立を目的とした活動を
行う福祉団体です。明日への希望と幸せづくりのために、入会していろいろな活動に参加して
みませんか。ひとり親家庭のお母さんだけでなく、お父さん、ひとり暮らしの人も入会できます。
【活動内容】
　〇熊本県母子寡婦福祉連合会への活動参加をサポートします
　　例）・新入学児童お祝い会（ランドセル・リュック・文具セットなどの無償贈呈）
　　　　・一泊二日の野外研修
　　　　・つなぎ資金貸付（入学に係る支度資金のサポート）・給付型奨学金制度
　〇『上天草市ひとり親家庭の会』独自の活動として皆さまのお役に立てるような
　　活動をただいま計画中です。
【会費】
　年間 1,000 円
【問合せ先】
　事務局　千原　☎0964（56）3439（大矢野老人福祉センター内）

受付期間　12月１日（金）～12月28日（木）

■受付場所
　　第１希望の保育所または市民課（松島庁舎）・生
活環境課（大矢野庁舎）・姫戸、龍ヶ岳各統括支所

■入所に必要な書類
①現況届兼施設利用申込書（継続希望者）または
支給認定申請書兼保育所入所申込書（新規申込
者）
②就労等証明書（父、母および同居している６０
歳未満の祖父母）
③保育料を決定する書類
④個人番号カード、通知カードなど
⑤申込書を提出する人の身元を確認する書類（運
転免許証など）
●平成 29年１月１日に上天草市に住民登録があ
る人
　①の申請書の税情報閲覧に関する署名欄に署名
をお願いします。
●平成 29年１月２日以降に上天草市に転入され
た人
　前住所地（平成 29 年１月１日の住民登録地）
での平成 29年度住民税課税証明書（所得割額
がわかるもの）

※①支給認定申請書（兼保育所入所申込書）②就労
等証明書は、上記受付窓口と各保育所に用意して
あります。

■入所できるのは ?
　　次の保育を必要とする事由のいずれかに該当す
る場合に入所できます。
①就労（フルタイムのほかパートタイムなど全て
の就労を含みますが、１月において 48時間以
上の労働が常態化していることが必要です。）

②妊娠、出産
③保護者の疾病、障がい
④同居または長期入院している親族の介護・看護
⑤災害復旧
⑥就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
⑦求職活動（起業準備を含む）
⑧虐待やＤＶの恐れがあること
⑨育児休業中に既に保育を利用している子どもが
いて継続的利用が必要であること

⑩その他上記に類するものとして市長が認める場合
■現況届とは？
　　平成 27年 4月から始まった子ども子育て新制
度では、保育所入所児童の家庭を対象に現況届を
提出するようになっています。これは、家庭状況
の確認になります。

■入所調整
　　入所申込みが保育所の定員を超えた場合には、
選考基準に基づき入所選考を行い、第２、第３希
望の保育所への入所調整をする場合があります。

■問合せ先　福祉課子育て支援係
　　　　　　☎0969（28）3351

〈市内保育園等一覧〉　　　　　　　　　　 H29.11.1 現在　　
公私 園　　　　名 定　　員 所　在　地 電話番号

私
立

あそか保育園 50名 大矢野町上 0964-56-3088
いずみ保育園 70名 大矢野町登立 0964-56-2778
大矢野あゆみ保育園 60名 大矢野町上 0964-56-3356
大矢野たから保育園 50名 大矢野町登立 0964-56-3375
ひまわりメソドこども園 50名 大矢野町登立 0964-56-5858
慈愛保育園 60名 大矢野町中 0964-57-0816
下山保育園 30名 大矢野町維和 0964-58-0229
光保育園 50名 大矢野町中 0964-57-0556
みつる保育園 60名 大矢野町上 0964-56-2406
愛光園 70名 松島町阿村 0969-56-0169
今泉保育園 90名 松島町今泉 0969-56-2623
松島保育園 60名 松島町合津 0969-56-1380
姫戸ひかり保育園 60名 姫戸町姫浦 0969-58-2246

公
立

教良木保育園 30名 松島町教良木 0969-57-0064
大道保育園 60名 龍ヶ岳町大道 0969-63-0014
樋島保育園 60名 龍ヶ岳町樋島 0969-62-0757
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　天草地方では、平成30年夏に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界遺産登録が見込まれ
ており、市では、天草のキリシタン文化に注目が集まることをチャンスと捉え、天草のキリシタン文化の
情報発信施設の玄関口としての役割を担う天草四郎メモリアルホールのリニューアルを行っています。
　そこで、平成30年度に予定している天草四郎メモリアルホールのリニューアルオープンに併せて、新
たな名称を募集します。

天草四郎メモリアルホール新名称募集要領
１　募集期間　平成29年12月14日（木）まで
２　応募資格　本人に限る（年齢、性別、住所などは問いません。）
３　応募方法　別に定める応募用紙に必要事項を記載し、持参、郵送、ファクシミリ、電子メールのい

ずれかの方法で応募してください。応募用紙は、市ホームページに掲載している他、各
行政区の班回覧（11月中旬）を予定しております。

４　応 募 先　〒869-3692　上天草市大矢野町上1514番地
　　　　　　　　　　　　　　市役所　観光おもてなし課　観光総務係
　　　　　　　ＦＡＸ　０９６４（５６）５１０７　　ＭＡＩＬ　kankou@city.kamiamakusa.lg.jp

天草四郎メモリアルホール
= 新名称募集 =

リニューアルに併せ
新たな名称を募集します

8
24

中南小学校

School Beauty Project
　中南小学校は、全校児童 130名の学校です。今年
の児童会のテーマは、「笑顔と元気に満ちあふれる学校をめざそう」です。このテーマで学校を笑顔に
元気にしようと次の事に取り組んでいます。

あいさつ運動
　毎月２回（１日と20日）、その日に割り当てられた登校班の
子どもたちが、登校時に校門と南門の２か所であいさつ運動を
行っています。笑顔で元気いっぱいのあいさつができるように頑
張っています。

縦割り班活動
　毎週火曜日の掃除は、縦割り班で掃除をしています。６年
生の班長がリーダーとなって、下級生をリードしながら無言
掃除で頑張っています。また、縦割
り班でゲームをしたり遊んだりする
活動も行っています。

委員会活動
　環境委員会では環境 ISOの取組み、
ふれあい委員会では誕生日カードの
作成、健康委員会ではトイレのスリッ
パ洗いなど、それぞれの委員会で
SBP に取り組んでいます。

◆問合せ先　
　学務課指導係
　☎0969（28）3365

市内の小中学校では、子ども議会で決めたＳＢＰに取り組ん
でいます。これは、学校の環境や児童生徒の心を美しくしよ
うという活動。各学校の取組みを紹介します。

あいさつ運動

縦割り班掃除
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作成したチラシ

よさこい祭りの様子

　■問合せ先
　　観光おもてなし課
　　☎0964（26）5512

莟
つぼみ

 和宏さん
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　市では、平成 29年度職員採用試験（平成 30年度採用）２次募集を次の要領で実施します。
◆試験職種・採用予定人員、受験資格など
区分 職種 採用予定数 年齢及び免許・資格など

大学卒業
程度 一般事務職 若干名

昭和57年 4月 2日以降に生まれた者で、学校教育法による大学（短期
大学を除く。）を卒業または平成30年 3月末までに卒業見込みの者（上
天草市長が同などの資格があると認める者を含む。）

短大卒業
程度

保健師 １名

昭和 57年 4月 2日以降に生まれた者で、学校教育法による短期大学を
卒業または平成 30年 3月末までに卒業見込みの者（上天草市長が同な
どの資格があると認める者を含む。）で、保健師の資格を有する者また
は平成 30年 3月末日までに取得する見込みの者

保育士 １名

昭和 57年 4月 2日以降に生まれた者で、学校教育法による短期大学を
卒業または平成 30年 3月末までに卒業見込みの者（上天草市長が同な
どの資格があると認める者を含む。）で、保育士の資格を有する者また
は平成 30年 3月末日までに取得する見込みの者。ただし、保育所での
勤務経験または実習経験が有る者

高校卒業
程度

技術職
（建築） １名 昭和 47年 4月 2日以降に生まれた者で、１級建築士または２級建築士

の資格を有する者。ただし、資格取得後実務経験３年以上ある者

◆勤務先および職務内容
　○一般事務職　・・・・・・市長事務部局などに勤務し、事務の職務に従事する。
　〇保健師・・・・・・・・・市長事務部局などに勤務し、保健指導などの職務に従事する。
　〇保育士・・・・・・・・・市長事務部局などに勤務し、保育の職務に従事する。
　○技術職・・・・・・・・・市長事務部局などに勤務し、専門技術の職務に従事する。
◆受験手続
①受付期間　　11月 20日（月）から 12月 11日（月）まで（土曜日、日曜日および祝日を除きます。）
　　　　　　　受付時間は、午前 8時 30分から午後 5時まで
　　　　　　　※郵送の場合は、12月 11日（月）までの消印のあるものに限り受け付けます。
②申込・問合せ先　　〒 869-3692　熊本県上天草市大矢野町上 1514番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　 上天草市役所総務課人事係　　☎　0964-26-5527（直通）
③申込手続　　上天草市発行の申込用紙に必要事項を記入して、受験票送付用の 62円切手を貼るか、または添
　　　　　　えて前記申込先に郵送または持参してください。
　　　　　　　郵送する場合は、表に「上天草市職員採用試験申込」と朱書きし、必ず簡易書留郵便で送付して
　　　　　　ください。

④申込用紙の請求　　
○直接受取の場合　　申込用紙は、「上天草市役所総務課人事係（大矢野庁舎２階）」、「市民課（松島庁舎１階）」、
　　　　　　　　　　「姫戸統括支所」、「龍ヶ岳統括支所」に用意しています。
○郵便請求の場合　　表に「上天草市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140円切手を貼った宛先明記の
　　　　　　　　　返信用封筒（A4判が入るもの）を同封のうえ、上天草市役所総務課人事係へ請求して
　　　　　　　　　ください。

○インターネットで出力する場合　　市のホームページ（http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/）
　　　　　　　　　　　　　　　　にアクセスしてダウンロードしてください。（注：必ず厚紙で両面印刷
　　　　　　　　　　　　　　　　すること） 

◆試験の日時および場所
　①第１次試験

区　分 日　　時 試験会場 合　格　発　表

全区分 平成 30年 1月 14日（日）
8時 30分集合

上天草市役所
大矢野庁舎

1月下旬に合格者のみ通知します。また、合格者
の受験番号を上天草市役所に掲示します。

　②第２次試験
区　分 日　　時 試験会場 合　格　発　表

全区分 2月上旬の予定 上天草市役所
大矢野庁舎

2月中旬に合格者、不合格者とも通知します。また、
合格者の受験番号を上天草市役所に掲示します。

※「平成 29年度上天草市職員採用試験（２次募集実施要領）」をご確認のうえ、お申込みください。

平成30年度採用

市職員を「追加」募集します

交通規制へのご協力をお願いします

　マラソン大会当日は、交通規制を実施します。
コース周辺の住民の皆さまには大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

ボランティアを募集しています

　例年ご協力いただいている各種団体の皆さま
に加え、参加ランナーを「おもてなし（給水・
参加賞配布など）」していただけるボランティ
ア（学生は 15歳以上）を募集します。２人以
上のグループで、大会当日に主催者が指定する
場所で長時間の活動ができる方に限ります。
ご協力いただける方は、問合せ先までご連絡く
ださい。

参加ランナーに声援をお願いします

　大会当日、参加ランナーに沿道からの声援を
お願いします。ランナーを応援し、皆さまで大
会を盛り上げましょう。

　「遅いあなたが主役です。」をキャッチフレーズに天草
パールラインマラソン大会を開催します。
　今回は、ハーフの部でタイム計測を実施します。どれ
くらいの時間でゴールできるか試してみませんか？
　ぜひ、市民の皆さまも、市内外のご友人やご家族をお
誘い合わせのうえ、お申込みください。
■主 会 場　道の駅上天草さんぱーる裏
■申込期間　12月１日（金）～平成30年１月31日（水）
■申込方法　郵便振込、インターネット専用サイト
■スタート
　○ハーフマラソンの部　午前 10時
　○ 10kmの部　午前 10時 15分
　○ 4.2km・ファミリー・仮装の部　午前 10時 30分
■参 加 料
　○ハーフの部　4,500 円（今回より増額しています）
　○ 10km・4.2kmの部　3,500 円
　○ファミリーの部　代表者 3,500 円＋700円×追加人数
　○仮装の部　3,500 円×参加人数

　10kmは、中学生・高校生は500円、4.2kmは、小
学4年生以上高校生以下は500円で参加できます。

■問合せ先　
　天草パールラインマラソン組織委員会（大矢野総合体育館内）
　☎0964（56）4701　℻0964（56）4702

市民限定割引

▲前回大会の様子

帰って来いよ
～

平成30年３月11日（日）開催



松島町

大矢野町

市外のご親戚、ご友人に ふるさと納税の輪を広げよう
　ふるさと納税は、市にとって貴重な財源となるだけで
なく市の特産品を全国にＰＲできるため、地域の活性化
につながります。

　寄付者にとっても、お礼品に加え、所得税や住民税な
どが軽減されるというメリットがあります。ぜひ、市外
にお住まいのご親戚、ご友人などに上天草市へのふるさ
と納税をご紹介ください。
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に
若
さ
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
文
化
祭
で
し
た
。ス
テ
ー

ジ
で
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
高
校
生
に
感
激
っ
！
今

後
も
高
校
生
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
負
け
と
ら
れ
ん
で
す
！
（
Ａ
）

▼
10
月
か
ら
上
天
草
市
公
式
イ
ン
ス
タ
の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
月
は
第
1
回
の
フ
ォ
ト
コ
ン　

を

開
催
中
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
山
」
！
上
天
草
は
海
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
山
の
魅
力
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
最
近
は
、「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
す
る
ス
ポ
ッ
ト

や
お
店
が
な
い
か
常
に
意
識
し
て
撮
影
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
イ
ン
ス
タ
の
こ
と
ば
っ
か
り

考
え
る
と
…
「
こ
ら
〜
や
お
い
か
ん
映
え
ぇ
〜
」
っ

て
な
る
の
で
、
ほ
ど
ほ
ど
に
い
い
写
真
を
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
ｗ (

Ｊ)

木
き み つ

蜜　栄
え い た

太くん
平成28年8月30日生まれ

♠パパ　木蜜　栄次さん
♥ママ　　　　ひろかさん

テイラー　桜
は な

菜ちゃん
平成29年4月8日生まれ

♠パパ　テイラー　ブレッドさん
♥ママ　　　　　　由美子さん

♣保護者から
お友達と仲良く遊んで
元気にスクスク大きくなってね。

美子子子子子
♣保護者から
のびのび元気に大きくなってね。
大好きだよ♡


